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Evaluation of Achievement for the Activiteis of Information Delivery  
about Clinical and Wellness；Provision against Shortest Life Cycle 
Koji KUMAGAI†,Toshihide ARAKI††, Kohei OMURO†††? and Takukatsu ASAKAWA†††† 
 
ABSTRACT 
The effort for welfare of the people of the Aomori prefecture is continued by many organizations.  
This paper is introducing to the activities of information delivery about clincal and wellness, and 
evaluation of achievement about these activities, the cases of information delivery, the success case of 
coordination between clinical and engineering, and the result of questionnaire about information delivery?
about clinjical and wellness.? So that, the methods of  information delivery are consequence to the people 
against long life cycle.?  
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? ? ? ②高齢者の骨折予防のお話―ロコモティブシ?
ンドロームにならない為に：? 藤? 哲? 氏?
（弘前大学医学部附属病院? 院長）?
? 4)第 4回セミナー2013年 7月 27日 
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写真 2? ドクターカーV3での PCPS装着手術の様子?
?
? 患者の予後を下記に示す。 




・12 月 21 日? 会話が成立ち経口で食事を始めた。 
・12 月 22 日? 食事量が増え同日夕方歩行ができ
るまでに回復した。 
2?症例検討会 





















対象者は 1学年男子 124名で、平均年齢は 18.7歳
であった。出身地は青森県が大部分であるが近
隣の岩手、秋田、宮城なども含まれる。 

















? ①よく知っている、? ? ②聞いた記憶がある、?  
③今初めて知った 
5.自分は今、健康だと思っていますか。 
? ①そう思う、? ②なんとか健康と思っている、? ?  
③そう思っていない 
6.健康維持に役立つことを実施していますか。 







? ①ほぼ毎年受けている、②この 5年ほど受けて 
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表 1? 医療分野の取り組みの見える化に関するアンケート? ?
集計結果?
?
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? ? ? 文では、筆者らが行ってきている活動内容を紹介し、情報発信の成功例、相互理解に立った医 
? ? ? 工連携の事例、および学生を対象にした健康・医療に関するアンケート結果をもとに、今後の 
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に、それらを振り返り達成度の把握を試みた。? ?  
現時点での活動は程度の差はあるが、伝わっ
ており有意義であるが、その情報を必要として
いる更に多くの方々に届けられる仕組みの構築
が、各活動を効果的に継続して行くための今後
の課題となっている。たとえば、健康向上に向
けた意識改革を目指す学生を対照にした例9)など
が挙げられる。 
本学においても、青森県が「短命県」という
事実を理解し、それを生活につなげていくため
には、これから社会人として、また大人として
生きていく大学生に対しての教育は必須である。
大学生の時期に現状と対策を理解させるためにも、
講義や体育実技を通じた情報発信や身体活動に対す
る意識付けが重要となる。アンケートの結果では、
大学生の健康に対する意識はあまり高くはない
が、年齢が上がるにつれ大学時代に学んだこと
が思い出され、意識が高まるのであれば、その
ような教育活動は意義がある。短命県返上は一
朝一夕にはいかないと考えられるが、各年代で
の啓発活動は継続して実施していく必要がある
と考えられる。 
医工連携の事例である移動式緊急手術室につ
いては、手術室内の衛生面を担保しより高度な
手術へ対応させるため、空調機能を備えた移動
型緊急手術室の開発を行っている。さらに全国
の中核医療施設が保有するドクターカーや救急
車での使用を想定し汎用性を持たせた構造にし
ていく。このため、今後医療機器メーカー等と
連携し、汎用性と衛生面を担保した移動型緊急
手術室の製品化を目指し、緊急時や災害時の救
命率向上に資する活動を続けて行く。 
最近のDeNAが運営する健康医療情報キュレー
ションサイトWELQ問題のように、一般的に「健
康・医療情報は得てして質の低い情報が好まれ
てしまう」という、根源的な問題がある分野と
いわれている。また、法律名称に使われるなど
この??年の間に行政における重要なキーワードに
なってきている。このため、情報の内容ととも
に、これらの情報発信やその達成度を把握する
方法を検討することが必要になっている。?
なお、この研究は「短命県返上のための健康･
医療情報の見える化に関する研究」の一環とし
て実施したものである。今後とも、この見える
化に関する研究を続け、全県的に行われている
最短命県返上への取組みに微力ながら寄与した
いと考えている。本論文では短命県返上に直接
関わる原因群に直接触れていない。しかし、「75
歳未満のがんを主原因とする調整死亡率が10年以
上全国最下位」を代表とした、多くの下位に甘
んじている疾病項目への対応が実践されつつあ
ることを認識し、それらの情報に注視して進め
ている。 
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